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野鳥園及び人工海浜（生物・学習エリア）に関する基本計画(案)について 

 

2.1 基本計画の策定フロー 

基本計画の策定までの流れをフローチャートで示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 基本計画の策定 

 基本計画は、「場の配置計画（ゾーニング）」、「動線計画」、「施設計画」、「植栽計画」から構成される。また、

「維持管理・運営に係る提言」については、将来の管理者の参考となるように提言としてとりまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本計画の構成及び概要 

●基本方針の確認 

・平成 26年度専門部会（計 2回）での検討 

基本設計・実施設計（平成 28～29年度） 

 

（1）基本計画策定の課題整理 

③【基本計画（案）の検討】 

 

 

 

●基本計画（案）の検討 

 

 

 

 

 

 

●維持管理・運営に係る提言（案）の検討 

 

・基本計画の策定に向けての課題の整理 

・場の配置計画（ゾーニング） 

・動線計画 

・施設計画 

・植栽計画  

第 1回専門部会 

(平成 27年 11月 9日) 

基本計画の策定（平成 27年度） 

 

計画地（人工海浜、淡水池、

ガレ場、森林等）を適切にゾ

ーニングする。 

園路、管理用道路等を適切に

動線する。立ち入り制限区域

について検討する。 

拠点施設、観察壁、看板等の

配置・機能について検討する。 

 

植栽する植物の種類・配置・

密度等について検討する。 

計画地の整備後における維持

管理・運営に関する事項を提

言としてとりまとめる。 

基本計画 

場の配置計画（ゾーニング） 

動線計画 

植栽計画 

施設計画 

維持管理・運営に係る提言 
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